
  

 

4 月中旬からの出荷に合わせたハウス被覆で  
高単価時期に出荷を合わせましょう。  

 

毎年４月～５月のアスパラガスは、中野市への市場出荷要請が強く、高価格での販売が期待されます。 
３月中旬～４月上旬頃を目安に被覆作業を進め、例年価格上昇する４月下旬～５月上旬ましょう。 
また、凍霜害対策になるため被覆面積の拡大をはかりましょう。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
春肥の施用 
土壌水分がある状態の時に「野菜一番」を 10a 当り 40 ㎏施用で収量増加が期待できる。 

 

※春肥施用により春どり後半の収穫が続くため、立茎開始が遅くなる場合があるので注意する 
 
雑草防止対策  

・越冬雑草の多い場合は、草かきで削り取るか、ロータリーで貯蔵根を切らない程度(深さ３cm)に軽くかける。 

 

・除草剤使用例   ＊使用時期の厳守：萌芽前に実施しましょう。 

条  件 10a 当り除草剤使用量 

雑 草 が な い 

ロロックス 150ｇ 又は 

ゴーゴーサン乳剤 30  300mℓ 又は 

ゴーゴーサン細粒剤 F4～6 ㎏ 

 
雑 草 が 生 え て い る 

 

ロロックス 150ｇ    

または          ＋ 

ゴーゴーサン乳剤 30 300mℓ 

注 意 点 

１．10ａ当り水 100ℓに溶く。 

２．温暖な日に行う。 

３．雪解け水が溜まっていたり、極度に土壌水分が多い場合や土が乾燥している

時は効果が劣ることがある。 

４．萌芽し始めてから使う場合は、ロロックス単品で使用する。使用した場合、

24 時間は収穫できないので注意すること。 

 

2条ハウス内の保温及び水管理 

 

  ※日中ハウス内の温度は 25℃をめやすに換気をはかり、良品生産につとめる。 

※外気温が 0℃以下に下がると予想される場合は、小トンネルの上に保温被覆資材を被覆する。 

令和 7年 3月 17日 

Ｊ Ａ 中 野 市 

ＪＡ中野市アスパラガス部会 

○毒プリグロックスＬ 600～1000mℓ 

ハウス被覆留意点 
・ハウス資材の曲がり・ゆるみ・破損等は補修を完全にしてから被覆する。 
 
・保温資材は必ず準備しておく。また、ハウス内の北側に反射シートを張ると昇温効果が高い。 
 
・消雪後うね表面の土をかき落としてから、小トンネルの作業を行うと立茎後の茎枯れ病等の病害対策になる 


